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子
ど
も
の
風
景

気
に
な
る
Ｎ
君
が
く
れ
た
気
付
き　

･･･････････････

中
野
富
雄
（
二
）

特 

集　

子
ど
も
の
現
在 

子
ど
も
の
現
実

│
超
少
子
社
会
を
生
き
る
男
女
の
自
立
へ
の
道
を
拓
き
開
く
た
め
に
│

･･････････････････････････

馬
居
政
幸
（
四
）

青
少
年
教
育
施
設
か
ら
見
え
る
子
ど
も

│
遊
び
を
通
し
て
見
え
る
子
ど
も
と
大
人
の
か
か
わ
り
か
ら
│

･･････････････････････････

杉
本　

守
（
一
七
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
放
課
後
学
習
支
援
・
居
場
所
づ
く
り

活
動
の
再
構
築

│
き
た
く
部
の
取
り
組
み
か
ら
│　

･････････････

清
水
良
彦
（
二
二
）

理
解
す
る
こ
と
の
空
間
的
ア
プ
ロ
ー
チ

･･････････････････････････

池
田
竜
介
（
二
六
）

学
校
再
開
直
後
の
子
ど
も
と
教
師
の
授
業
研
究

･･････････････････････････

小
林
宏
己
（
三
〇
）

社
会
科
が
目
指
す
も
の
は
な
に
か

│
倫
理
学
的
視
点
か
ら
│
（
上
）　 ･･･････････････

田
上
良
江
（
三
四
）

問
題
解
決
学
習　

│ 

子
ど
も
・
教
師
・
学
校 

│
【
第
9
回
】

つ
な
が
り
の
中
で
「
個
」
は
育
つ

│
つ
な
が
り
方
の
指
導
・
支
援
に
つ
い
て
│

･･････････････････････････

藤
井
千
春
（
三
八
）

問
題
解
決
学
習
か
ら
「
し
み
じ
み
と
す
る
授
業
」
へ
（三十一）
最
終
回

│
カ
ル
テ
再
々
考
⑸　

承
前
・
終
│　 ･･･････････

溜
池
善
裕
（
四
四
）

〈
こ
の
子
〉
の
問
い
に
拠
る
実
践　

8

│
単
元
の
底
流
に
あ
る
問
題
と
授
業
中
の
子
ど
も
か
ら
の
問
題
提
起
│

･･････････････････････････

堀　

智
晴
（
五
四
）

職
員
室
の
風
景

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
組　

････････････････････

橋
本
顕
彦
（
五
八
）

わ
た
し
も
一
言

実
践
者
の
十
二
の
言
葉
に
学
ぶ

│
自
己
成
長
の
カ
ギ
│　 ･･････････････････････

米
川
佳
伸
（
六
〇
）

授
業
研
究
に
お
け
る
授
業
記
録
の
問
題　

･･････････

田
上
良
江
（
六
三
）

コ
ロ
ナ
禍
「
奪
わ
れ
た
日
常
」
に
思
う
私
の
失
敗

│
子
ど
も
の
育
ち
と
は
何
か
、「
話
合
い
」
と
は
何
か
│

･･････････････････････････

中
原
功
博
（
六
五
）

時　
　
　
　

評

関
与
・
対
処
の
適
不
適　

･････････････････････････

中
村　

亨
（
六
七
）

研
究
部
だ
よ
り

第
六
四
回
全
国
研
究
集
会

参
加
申
し
込
み
方
法　

･･････

柴
田
好
章
（
六
九
）

『
考
え
る
子
ど
も
』
編
集
・
投
稿
規
程　

････････････････････････

（
七
〇
）

も　

く　

じ　
（
第
四
〇
七
号
）

表
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編集後記

　

例
年
で
は
、
全
国
研
究
集
会
用
に
同

時
発
行
さ
れ
る
七
月
号
と
八
月
号
は
、

八
月
号
に
実
践
記
録
が
掲
載
さ
れ
、
七

月
号
に
課
題
別
分
科
会
の
特
集
が
掲
載

さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
に

続
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
今

年
の
全
国
研
究
集
会
は
、
課
題
別
分
科
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
学
年
別
分
科
会
が
な
い
の
で
、
全
国
研
究
集
会
関
係
の
も
の
は

八
月
号
に
ま
と
め
、
七
月
号
は
通
常
編
成
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
が
苦
手
と
い

う
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
問
題
解
決
の
形
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
全
国
研
究
集
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

特
集
「
子
ど
も
の
現
在
」
は
集
会
テ
ー
マ
の
基
底
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
子
ど
も
の
状
況
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
学
校
の
外
か
ら
、

会
の
外
か
ら
の
視
点
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
馬
居
政
幸
先
生
と
杉
本
守
先
生

の
お
二
人
に
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
馬
居
先
生
に
は
教
育
社
会
学
の
視
点
か

ら
新
た
に
図
表
を
書
き
起
こ
さ
れ
、
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
現
実
を
論
じ
て

頂
き
ま
し
た
。
杉
本
先
生
は
学
校
の
限
界
を
感
じ
て
教
育
学
部
か
ら
今
の
道
に
進

ま
れ
た
方
で
す
。
お
二
人
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
特
集
を
執
筆
し
て
下
さ
い
ま

し
た
清
水
先
生
、
池
田
先
生
、
小
林
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

九
月
号
か
ら
市
川
則
文
先
生
（
三
重
大
学
教
職
大
学
院
）
の
連
載
が
始
ま
り
ま

す
。
一
一
月
号
特
集
テ
ー
マ
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
教
育
実
践
」（
一

〇
月
一
五
日
〆
切
）。
初
志
の
会
の
立
場
か
ら
は
ど
う
見
え
る
の
か
。
特
集
へ
の

投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
松
）



一　

コ
ロ
ナ
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
？

　
「
少
子
化
、
コ
ロ
ナ
で
加
速　

昨
年
度
出
生
数
4
・
7
％
減
、
婚
姻
・
出

産
控
え
響
く
」（
二
〇
二
一
年
五
月
二
十
六
日　

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
）

　

一
面
ト
ッ
プ
の
見
出
し
で
あ
る
。
五
面
に
「
出
生
減
、
潜
在
成
長
率
に

影　

0
・
1
〜
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
押
し
下
げ
の
見
方
も
」
と
の
解
説
も
掲
載

さ
れ
る
。
厚
生
労
働
省
が
前
日
発
表
し
た
「
人
口
動
態
統
計
速
報
（
令
和

三
年
三
月
分
）」
に
よ
る
報
道
だ
が
、
4
・
7
や
・
1
〜
0
・
2
と
の
数
値
で

問
題
を
宣
揚
す
る
見
出
し
に
違
和
感
を
持
っ
た
。

　

数
値
化
は
、
出
生
数
減
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
の
営
み
を
隠
し
、
変
化

す
る
事
象
の
具
体
像
へ
の
問
い
の
除
去
に
よ
り
、
出
生
数
減
加
速
（
社
会

事
象
）
を
、
読
者
（
自
分
）
と
は
関
わ
り
の
な
い
別
の
世
界
の
出
来
事

（
他
人
事
）
に
位
置
づ
け
、
日
常
の
現
実
の
外
に
出
す
。
今
（
少
子
社
会
）

を
生
き
る
全
て
の
人
が
、
出
生
の
数
と
率
を
下
げ
る
加
害

≒

被
害
の
当
事

者
と
な
り
う
る
事
実
と
向
き
合
う
（
対
峙
す
る
）
貴
重
な
機
縁
（
情
報
）

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
コ
ロ
ナ
は
少
子
化
の
加
速
で
は
な
く
、
隠
さ

れ
た
問
題
（
事
実
）
を
顕
在
化
さ
せ
た
だ
け
な
の
に
。

　

そ
の
証
左
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
を
、
大
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
（
団

塊
）
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
（
超
少
子
）
ま
で
の
出
生
数
、
死
亡
数
、
出
生
率
の

推
移
を
五
種
（
団
塊
、
少
産
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
少
子
、
超
少
子
）
の
世
代

（
人
口
コ
ー
ホ
ー
ト
）
の
生
起
で
問
う
図
1
を
用
意
し
た
。

二　

五
つ
の
世
代
が
織
り
な
す
同
時
代
性
の
虚
実

　
「
多
様
な
人
の
営
み
」
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
出
生
数
の
二
つ
の
山
（
団

塊
と
ジ
ュ
ニ
ア
）
と
谷
（
少
産
と
少
子
）
の
形
状
に
求
め
ら
れ
る
。
特
に

一
つ
目
の
山
の
山
頂
の
高
さ
（
団
塊
誕
生　

山
頂
一
九
四
九
年
、
出
生
数

二
七
〇
万
人
、
出
生
率
4
・
32
）
と
、
わ
ず
か
十
年
（
一
九
五
〇
〜
六
〇

年
）
で
実
現
し
た
出
生
数
四
割
減
と
出
生
率
半
減
超
に
よ
る
谷
の
深
さ

（
少
産
誕
生　

谷
底
一
九
六
〇
年
、
出
生
数
一
六
一
万
人
、
出
生
率
2
・

0
）
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
減
少
幅
の
大
き
さ
と
時
間
の
短
さ
こ
そ
、

四

子
ど
も
の
現
実

│ 

超
少
子
社
会
を
生
き
る
男
女
の
自
立
へ
の
道
を
拓
き
開
く
た
め
に 

│

特
集　

子
ど
も
の
現
在

馬

居

政

幸

一
九
九
〇
年
以
降
の
終
わ
り
な
き
出
生
数
減
と
高
齢
者
激
増
に
よ
る
人

口
減
少
社
会
へ
の
移
行
の
淵
源
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

通
常
、
人
口
減
少
は
流
入
者
よ
り
流
出
者
が
多
く
な
る
社
会
減
と
出

生
数
よ
り
死
亡
数
が
多
く
な
る
自
然
減
に
分
け
ら
れ
る
。
だ
が
戦
後
日

本
の
政
府
と
社
会
が
解
決
を
迫
ら
れ
た
の
は
出
生
数
の
制
限
（
家
族
計

画
）
に
よ
る
貧
困
の
克
服
（
社
会
政
策
）
だ
っ
た
。
そ
の
標
語
（
警

句
？
）
が
「
貧
乏
人
の
子
沢
山
」
か
ら
「
少
な
く
産
ん
で
、
よ
く
育
て

る
」
だ
が
、
こ
の
原
則
は
二
つ
目
の
山
（
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
誕
生　

山
頂

一
九
七
三
年　

出
生
数
二
〇
九
万
人
、
出
生
率
2
・
14
）
も
共
有
す
る
。

　

改
め
て
図
1
を
見
て
ほ
し
い
。ジ
ュ
ニ
ア
出
生
数
の
棒
グ
ラ
フ
の
山
頂

か
ら
の
稜
線
は
緩
く
長
い
。
出
生
率
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
低
角
度
で
降

下
す
る
。
高
度
成
長
期
と
重
な
る
二
つ
目
の
山
の
形
状
は
谷
で
は
な
く

宅
地
開
発
可
能
な
裾
野
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
専
業
主
婦
と
二
人
の
子
ど

も
（
戦
後
家
族

≒

日
本
版
近
代
家
族

≒

団
塊
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
が
生

活
す
る
都
市
近
郊
の
団
地
（
2
Ｄ
Ｋ
）
で
の
日
常
が
想
起
さ
れ
る
（
虚
）。

　

だ
が
、
そ
の
光
景
は
一
九
八
九
年
の
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
（
実
）
で

揺
ら
ぎ
始
め
る
。
そ
れ
ま
で
の
出
生
率
最
低
値
1
・
58
よ
り
低
く
な
っ

た
こ
と
が
原
因
だ
が
、
少
子
化
、
合
計
特
殊
出
生
率
、
人
口
置
換
水
準

な
ど
の
言
葉
や
数
値
と
と
も
に
人
口
減
少
へ
の
関
心
が
高
ま
る
。
し
か

し
出
生
率
低
下
は
止
ま
ら
ず
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
に
最
低
値

1
・
26
を
記
録
し
、
こ
の
年
、
死
亡
数
一
〇
八
万
人
が
出
生
数
一
〇
六

万
人
を
超
え
て
、
人
口
減
少
時
代
へ
の
移
行
が
確
認
さ
れ
た
。

五

図1 出生数、出生率、死亡数の推移と世代形成の特性
図1の出生率は全て合計特殊出生率（一人の女性が生涯に生む子ども数の平均値）



　

そ
の
後
、出
生
率
は
若
干
増
加
（
虚
）
し
た
が
出
生
数
減
は
続
き
（
実
）、

二
〇
一
六
年
に
一
〇
〇
万
人
を
割
っ
て
九
八
万
人
に
（
超
少
子
世
代
の
誕

生
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇
年
は
八
四
万
人
（
実
）、
二
一
年
は
八
〇
万

を
割
る
と
推
計
（
虚
？
）
さ
れ
る
。
他
方
、
二
〇
二
一
年
度
に
団
塊
最
年

長
は
七
十
四
歳
、
少
産
は
六
十
一
歳
、
ジ
ュ
ニ
ア
は
四
十
八
歳
、
少
子
は

三
十
二
歳
。
い
ず
れ
も
超
少
子
世
代
と
同
時
代
を
生
き
る
が
、
人
口
減

少
社
会
を
創
っ
た
（
創
ら
さ
れ
た
）
当
事
（
加
害

≒

被
害
）
者
で
も
あ
る
。

こ
の
事
実
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
現
実
を
問
い
直
す
作
業
に
入
り
た
い
。

三　

出
生
の
数
と
率
の
減
少
が
負
荷
す
る
子
ど
も
の
現
実

　

子
ど
も
の
現
実
を
直
截
に
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
国
民
生

活
基
礎
調
査
（
厚
労
省
）
か
ら
「
児
童
の
有
（
児
童
数
）
無
の
年
次
推

移
」
を
取
り
出
し
（
図
2
）、「
児
童
の
い
る
世
帯
」
に
注
目
す
る
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
誕
生
期
の
一
九
七
五
年
は
「
一
人
」「
二
人
」「
三
人
以
上
」

あ
わ
せ
て
53
・
0
％
と
全
世
帯
の
五
割
を
超
え
て
い
た
。
そ
れ
が
一
・
五
七

シ
ョ
ッ
ク
一
九
八
九
年
で
は
11
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
の
41
・
6
％
、
出
生
率
最

低
値
1
・
26
の
前
年
二
〇
〇
四
年
は
27
・
9
％
で
三
割
以
下
に
。
そ
し
て
直

近
の
二
〇
一
九
年
は
21
・
7
％
、
全
世
帯
の
二
割
に
ま
で
減
少
し
た
。
団

塊
か
ら
少
産
へ
の
出
生
数
の
減
少
と
異
な
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
少
子
化
で

は
「
児
童
の
い
る
世
帯
」
が
激
減
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
世
代
間
等
比
較
図

（
図
3
・
4
・
5
・
6
）
と
数
値
（
表
1
・
2
）
に
よ
っ
て
答
え
た
い
。

　

ま
ず
図
3
上
段
は
団
塊
。
図
示
す
る
よ
う
に
兄
弟
姉
妹
四
人
以
上
を
意

味
す
る
合
計
特
殊
出
生
率
（
以
下
本
節
出
生
率
Ａ
）
は
4
・
3
だ
が
、
人

口
千
人
当
た
り
の
出
生
数
の
普
通
出
生
率
（
以
下
本
節
出
生
率
Ｂ
）
は

33
・
0
（
計
算
上
で
は
三
年
続
く
と
〇
、
一
、
二
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
人

口
の
一
割
超
）
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
団
塊
男
女
の
多
く
は
、
家
の
内
と

外
の
双
方
で
、
年
長
の
男
女
に
よ
る
理
不
尽
を
厭
わ
ぬ
鍛
え
を
愛
情
と
み

な
す
日
常
を
強
い
ら
れ
た
。

　

中
段
は
少
産
と
ジ
ュ
ニ
ア
。
前
節
図
1
に
記
し
た
よ
う
に
、
両
世
代
の

出
生
数
は
異
な
る
が
出
生
率
Ａ
の
2
・
0
と
2
・
1
（
母
が
生
む
子
ど
も
二

人
）
で
は
差
が
な
い
。
図
示
す
る
よ
う
に
、
ど
の
家
に
も
子
ど
も
が
い
る

の
は
団
塊
と
同
じ
だ
が
兄
弟
姉
妹
は
半
減
の
二
人
、
長
男
長
女
が
多
数
派

に
。
そ
の
結
果
、
同
年
齢
の
友
は
い
る
が
異
年
齢
と
の
日
常
の
縁
は
失
わ

れ
る
。

　

下
段
は
少
子
と
超
少
子
。
図
2
と
表
1
に
示
す
よ
う
に
、
一
九
八
九
年

1
・
57
か
ら
二
〇
〇
五
年
1
・
26
ま
で
の
多
数
派
は
「
児
童
二
人
」。
そ
の

意
味
で
、
同
じ
二
人
っ
子
の
少
産
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
違
い
は
何
か
。〝
晩

婚
化
＋
非
婚
化
〞
に
よ
る
未
婚
者
の
増
加
（
出
産
女
性
減
⬇
子
ど
も
の
い

る
世
帯
減
）
が
出
生
率
低
下
の
原
因
で
あ
る
こ
と
。
し
か
も
、
二
〇
一
五

年
に
出
生
率
Ａ
が
上
昇
に
転
ず
る
も
、
出
生
率
Ｂ
と
出
生
数
は
減
り
続
け

て
一
人
っ
子
が
多
数
派
に
。
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
か
ら
再
び
出
生
率
Ａ
が

減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
〇
年
（
概
数
だ
が
）
出
生
率
Ａ
が
1
・
34
、
出
生

率
Ｂ
が
6
・
8
、
出
生
数
が
八
四
万
人
に
減
少
す
る
。
こ
の
過
程
を
図
4

で
確
認
す
る
と
、
多
数
派
の
ジ
ュ
ニ
ア
が
四
十
代
後
半
、
少
数
派
の
少
子

六七

図5 女性の年齢（5歳階級）別出生数の
割合:1950～ 2019年

図2 児童の有（児童数）無の世帯数推移

図4 ５種の世代間の関係を示す年齢幅一覧

表1 世代別の出生率（普通、合計特殊）、
出生数の年代別実数一覧

図6 末子の母の仕事の状況の年次推移

図3 出生率低下に伴う家族・近隣の変化のモデル図

表1・図3：★　概数



が
三
十
代
前
半
に
な
り
、
出
生
数
の
分
母
が
二
重
に
縮
小
す
る
。
こ
れ
が

図
2
で
確
認
し
た
「
児
童
の
い
な
い
世
帯
」
八
割
の
背
景
で
あ
る
。

　

た
と
え
今
後
、
出
生
率
が
上
昇
し
て
も
、
歯
止
め
の
な
い
分
母
の
縮
小

に
よ
っ
て
、
親
子
共
に
育
ち
、
育
て
、
学
び
合
う
仲
間
と
モ
デ
ル
を
日
常

生
活
空
間
に
見
出
せ
な
い
確
率
は
増
加
し
続
け
る
。
図
3
下
段
に
未
婚

単
身
男
女
、
高
齢
者
の
夫
婦
と
単
身
者
を
近
隣
の
多
数
派
と
し
て
描
き
、

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
⬇
超
少
子
化
＋
子
育
て
の
社
会
化
」
と
記
す
理
由
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
を
生
き
る
大
人
の
男
女
が
乳
児
期
の
親
子
を
支

え
る
確
率
の
低
さ
を
示
す
。
育
児
不
安
解
消
や
子
育
て
支
援
の
事
業
化
、

児
童
虐
待
防
止
の
拡
充
が
要
請
さ
れ
、
保
育
園
・
認
定
子
ど
も
園
増
設
が

自
治
体
行
政
の
課
題
（
子
育
て
の
社
会
化
＋
三
歳
か
ら
の
幼
児
教
育
の
制

度
化
）
に
な
る
社
会
的
背
景
だ
が
、
希
望
が
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

女
性
の
年
齢
別
出
生
数
割
合
の
推
移
を
示
す
図
5
を
見
て
ほ
し
い
。
一

九
五
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
へ
の
変
化
を
見
る
と
、
二
十
〜
二
十
四
歳
は

二
位
か
ら
四
位
、
二
十
五
〜
二
十
九
歳
は
一
位
か
ら
二
位
、
三
十
〜
三
十

四
歳
は
三
位
か
ら
一
位
、
三
十
五
〜
三
十
九
歳
は
四
位
か
ら
三
位
。
二
〇

一
九
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
母
の
六
割
が
三
十
歳
代
、
四
十
歳
代
を
加
え

る
と
65
・
9
％
に
な
る
。
そ
の
子
が
小
学
校
入
学
時
に
母
は
ア
ラ
フ
ォ
ー
、

中
学
進
学
時
に
ア
ラ
フ
ィ
フ
と
担
任
よ
り
年
上
の
可
能
性
大
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
紹
介
し
よ
う
。
末
子
の
母
の
仕
事
の
推
移
を
示
す
図
6
で
あ

る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
九
年
へ
の
変
化
で
は
正
規
職
は
16
・
9
％

が
26
・
2
％
に
、
非
正
規
職
は
26
・
2
％
が
37
・
8
％
に
増
加
。「
そ
の
他
」

8
・
5
％
を
含
め
「
仕
事
あ
り
」
は
72
・
5
％
。
担
任
よ
り
も
年
上
の
母
親

の
増
加
に
加
え
て
、
働
く
母
親
が
七
割
を
超
え
る
こ
と
が
な
ぜ
希
望
な
の

か
。
む
し
ろ
ク
レ
ー
マ
ー
拡
大
の
社
会
的
背
景
と
み
な
す
論
も
少
な
く
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
間
違
い
。
子
ど
も
の
現
実
を
構
成
す
る
最
も
大
き
な
力

を
も
つ
学
校
の
変
化
か
ら
問
い
直
そ
う
。

四　

生
き
る
場
と
教
え
る
場
が
求
め
る
子
ど
も
の
姿
に
齟
齬
が
！？

　

ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
出
生
数
の
減
少
を
所
与
と
す
る
現
実
に
生
を
得
た

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
自
己
形
成
に
深
く
関
わ
る
学
校
の
今
を
問
う
手
掛
り

と
し
て
、
図
1
か
ら
出
生
数
、
二
〇
二
〇
年
学
校
基
本
調
査
か
ら
児
童
生

徒
数
と
一
学
級
当
り
の
児
童
生
徒
数
、
拙
稿
の
教
師
ド
ラ
マ
ベ
ス
ト
10
論

か
ら
選
ん
だ
放
送
時
期
推
移
を
三
層
重
ね
た
図
7
を
用
意
し
た
。

　

ま
ず
一
層
と
二
層
の
関
係
に
注
目
を
。
児
童
数
で
は
、
一
九
四
九
年
二

七
〇
万
人
出
生
の
団
塊
の
在
学
時
ピ
ー
ク
が
一
九
五
八
年
一
、三
四
九
万

人
、
一
九
六
〇
年
一
六
一
万
人
出
生
の
少
産
ボ
ト
ム
は
一
九
六
八
年
九
三

八
万
人
、
一
九
七
三
年
二
〇
九
万
人
出
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ー
ク
は
一
九

八
一
年
一
、一
九
二
万
人
と
出
生
数
に
応
じ
て
児
童
生
徒
数
は
増
減
す
る
。

一
学
級
当
り
は
ど
う
か
。
団
塊
は
44
・
3
人
と
多
い
が
、
少
産
と
ジ
ュ
ニ

ア
は
33
・
4
人
と
33
・
7
人
で
差
が
な
い
。

　

生
徒
数
で
も
一
九
六
二
年
団
塊
在
学
時
ピ
ー
ク
七
三
三
万
人
、
少
産
ボ

ト
ム
一
九
七
二
年
四
六
九
万
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ー
ク
一
九
八
六
年
六
一
一

万
人
と
出
生
数
に
比
例
す
る
。
一
学
級
当
り
も
、
団
塊
45
・
7
人
↓
少
産

八九
図7 出生数・出生率、児童生徒在学生数・一学級当たりの児童・生徒数、高校・高等教育機関

進学率の推移と教師ドラマべストテンから選んだ放送期間と教育事象一覧



37
・
0
人
↓
ジ
ュ
ニ
ア
38
・
3
人
と
同
傾
向
。
だ
が
、
最
新
デ
ー
タ
の
二
〇

二
〇
年
で
は
、
児
童
数
六
三
〇
万
人
、
生
徒
数
三
二
一
万
人
、
一
学
級
当

り
23
・
1
人
と
27
・
1
人
に
な
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
差
は
小
さ
く
な
い
。

　

そ
の
特
性
を
知
る
た
め
に
、
一
九
八
一
年
ジ
ュ
ニ
ア
（
児
童
数
と
一
学

級
当
た
り
）
を
100
と
す
る
指
数
値
（
百
分
比
）
を
求
め
た
結
果
、
二
〇
二
〇

年
児
童
数
は
半
減
の
52
・
8
％
に
対
し
、
一
学
級
当
り
は
68
・
5
％
で
15
・

7
ポ
イ
ン
ト
の
差
。
同
様
の
方
法
で
、
学
校
基
本
調
査
か
ら
デ
ー
タ
を
得

て
、
小
学
校
数
と
学
級
数
の
百
分
比
を
求
め
る
と
、
二
〇
二
〇
年
度
の
学

校
数
は
78
・
1
％
、
学
級
数
は
77
・
1
％
と
、
児
童
数
と
の
対
比
で
減
少
幅

は
約
25
ポ
イ
ン
ト
抑
え
ら
れ
て
い
る
。（
デ
ー
タ
は
末
尾
参
照
）

　

児
童
数
が
半
減
し
て
も
、
学
校
数
と
学
級
数
は
八
割
弱
に
抑
え
ら
れ
た

の
は
、
自
治
体
教
育
行
政
の
労
苦
と
評
価
す
べ
き
か
。
そ
れ
と
も
社
会
の

変
化
に
即
応
で
き
な
い
学
校
の
問
題
点
と
み
る
べ
き
か
。
そ
の
判
断
の
た

め
に
高
視
聴
率
を
獲
得
し
た
ド
ラ
マ
の
教
師
と
放
送
時
に
重
な
る
教
育
事

象
の
推
移
を
並
置
し
た
三
層
か
ら
子
ど
も
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う
。

五　

金
八
先
生
の
虚
実
と
強
い
ら
れ
た
現
実
か
ら
の
飛
翔
を

　

ま
ず
折
れ
線
の
高
校
進
学
率
を
見
る
と
、
一
九
七
五
年
に
90
％
を
超
え

た
後
も
上
昇
が
続
く
。
他
方
、
四
大
、
短
大
、
専
門
を
合
わ
せ
た
高
等
教

育
進
学
率
は
一
九
七
八
年
50
％
達
成
後
十
年
近
く
停
滞
す
る
。
こ
の
時
期

に
金
八
先
生
こ
と
武
田
鉄
矢
は
独
特
の
語
り
で
高
視
聴
率
を
得
た
。

　

そ
の
後
、
高
等
教
育
進
学
率
は
一
九
八
七
年
51
・
0
％
に
復
帰
し
、
二

〇
〇
〇
年
70
・
5
％
を
経
て
二
〇
二
〇
年
83
・
6
％
に
向
け
て
再
び
上
昇
期

に
入
る
。
二
〇
〇
〇
年
を
ま
た
ぐ
こ
の
時
期
に
、「
Ｇ
Ｔ
Ｏ
」
か
ら
「
ご

く
せ
ん
」
を
経
て
「
伝
説
の
教
師
」「
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
が
高
視
聴
率
を
獲

得
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
世
紀
を
超
え
て
顕
在
化
す
る
少
子
化
と
リ
ン
ク

す
る
進
学
率
再
上
昇
期
に
、
銘
柄
大
進
学
コ
ー
ス
を
上
位
、
無
試
験
入
学

可
能
コ
ー
ス
を
下
位
に
振
り
分
け
る
装
置
と
化
し
た
学
校
に
同
一
化
で
き

な
い
中
高
校
生
の
日
常
の
鬱
積
を
解
き
放
つ
、
愉
快
で
理
不
尽
な
リ
ア
リ

テ
ィ
の
開
示
と
理
解
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
二
〇
〇
七
年
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
以
降
の
中
学
が

舞
台
の
「
鈴
木
先
生
」
に
は
、
受
験
エ
リ
ー
ト
の
今
と
未
来
の
リ
ア
ル
が

問
わ
れ
る
。
先
行
す
る
都
市
部
小
学
生
の
親
の
反
感
を
喚
起
し
た
「
女
王

の
教
室
」
も
含
め
て
、
進
学
可
能
性
の
尺
度
と
リ
ン
ク
す
る
成
績
以
外
の

自
己
認
定
に
戸
惑
う
小
中
高
生
の
心
に
挑
む
教
師
像
の
誕
生
の
鼓
動
を
聞

き
取
り
た
い
。
そ
の
予
兆
と
し
て
、
金
八
先
生
の
語
り
を
求
め
た
高
等
教

育
進
学
率
停
滞
期
の
カ
ラ
ク
リ
を
開
示
し
よ
う
。

　

図
8
「
18
歳
人
口
、
高
等
教
育
機
関
入
学
者
数
と
進
学
率
、
大
学
・
短

大
計
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
の
進
学
率
の
推
移
」
を
見
て
ほ
し
い
。

分
母
の
十
八
才
人
口
は
一
九
七
六
年
一
五
四
万
人
か
ら
一
九
九
二
年
二
〇

五
万
人
に
増
加
す
る
が
、
大
学
進
学
率
は
一
九
七
六
年
27
・
3
％
か
ら
一

九
八
六
年
23
・
6
％
に
低
下
す
る
。
他
方
、
一
九
七
六
年
度
に
制
度
開
設

の
専
門
学
校
進
学
率
は
二
〇
〇
〇
年
20
・
8
％
に
上
昇
す
る
。
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
に
よ
る
十
八
才
人
口
急
増
の
受
け
皿
に
新
設
専
門
学
校
が
活
用
さ
れ

一
〇

る
が
、
そ
れ
は
下
位
側
に
仕
切
ら
れ
た
選
択
肢
と
受
け
取
ら
れ
、
上
位
層

へ
の
移
動
が
目
的
の
受
験
圧
力
は
旧
来
の
大
学
の
難
関
度
を
上
昇
さ
せ
た
。

　

十
八
才
人
口
の
一
九
七
六
年
一
五
四
万
か
ら
一
九
九
七
年
二
〇
五
万
へ

の
増
加
に
、
高
校
は
九
割
以
上
を
維
持
す
る
増
設
で
応
じ
た
。
他
方
、
高

等
教
育
は
専
門
学
校
と
い
う
別
の
器
を
準
備
し
た
。
し
か
し
、
知
的
能
力

の
一
元
的
尺
度
に
よ
る
選
別
に
代
わ
る
選
択
基
準
の
多
元
化
に
は
進
め
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
四
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
そ
れ
ぞ
れ

細
分
化
さ
れ
た
合
格
点
数
に
適
合
す
る
高
校
へ
の
配
分
（
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
）
が
中
学
生
全
て
に
強
い
ら
れ
た
。
大
都
市
で
は
、
中
学
入
試
に
未
来

を
重
ね
る
小
学
生
も
参
加
す
る
。
こ
の
社
会
（
選
別
）
過
程
は
、
優
れ

た
少
数
の
選
別
と
多
数
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、
多
数
の
選
り
分
け

と
劣
る
少
数
の
排
除
を
高
校
と
中
学
の
教
員
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
人

間
の
ラ
ン
ク
を
決
め
る
か
の
如
き
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
を
伴
っ
て
、

「
15
の
春
」
は
人
生
の
ラ
ン
ク
の
宣
告
季
節
（
虚
構
）
に
変
わ
る
。

　

こ
こ
で
金
八
先
生
の
出
番
だ
が
、
実
は
よ
り
困
難
な
現
実
が
待
つ
。

〝
教
科
書
（
知
識
）〞
の
〝
理
解
（
記
憶
）〞
と
〝
問
題
を
解
く
速
さ
（
操

作
の
時
間
）〞
を
競
う
〝
学
力
（
記
憶
力
×
操
作
力
×
時
間
）〞
の
育
成

（
虚
）
が
、
教
員
と
い
う
職
の
資
格
（
実
態
）
で
あ
る
こ
と
。「
腐
っ
た
ミ

カ
ン
の
方
程
式
」（
虚
？
）
で
排
除
さ
れ
よ
う
と
す
る
問
題
行
動
（
実
？
）

に
寄
り
添
い
、「
た
と
え
世
の
中
が
ど
う
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
教
師
が

生
徒
を
信
じ
な
か
っ
た
ら
、
教
師
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
す
か
。

言
っ
て
く
だ
さ
い
！

お
願
い
し
ま
す
！
」（
虚
実
皮
膜
）
と
叫
ぶ
金
八

一
一

図8 「18歳人口、高等教育機関入学者数と進学率、大学・短大計、大学、短大、
専門学校の進学率の推移」



先
生
（
虚
）。
そ
の
言
葉
と
行
動
（
実
）、
心
情
と
判
断
（
実
）
に
共
感
す

る
視
聴
者
（
中
高
生
）
は
多
か
っ
た
が
、
学
校
現
場
を
担
う
教
員
に
違
和

感
（
実
）
が
生
じ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
実
）。

　

だ
が
他
方
で
、
私
の
経
験
の
世
界
（
実
）
で
は
、
金
八
先
生
を
モ
デ

ル
（
虚
）
に
教
職
を
選
ぶ
学
生
（
実
）
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
反
町
隆
史

の
「
Ｇ
Ｔ
Ｏ
」
鬼
塚
（
虚
）
や
仲
間
由
紀
恵
の
「
ご
く
せ
ん
」
ヤ
ン
ク
ミ

（
虚
）
に
、
長
髪
坂
本
先
生
に
化
し
た
武
田
鉄
矢
の
語
り
（
実
）
が
溶
け

込
ん
で
い
な
い
か
。
端
正
な
長
谷
川
博
己
の
「
鈴
木
先
生
」（
虚
）、
正
反

対
を
装
う
天
海
祐
希
の
「
女
王
の
教
室
」
阿
久
津
真
矢
（
虚
）
こ
そ
、
金

八
先
生
の
再
来
（
実
）
と
私
は
評
価
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
が
創
る
教
師
像
は
演
技
者
の
魅
力
と
不
可
分

（
虚
）
で
、
そ
の
行
動
は
教
員
免
許
と
採
用
条
件
を
逸
脱
す
る
（
虚
）。
武

田
鉄
矢
の
叫
び
も
含
め
て
、
リ
ア
ル
な
学
校
教
員
の
職
場
で
は
発
揮
で
き

な
い
教
師
力
（
虚
実
皮
膜
）
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
少
子
時
代
の
今
と
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
と
教
師
が
常
識
と
す
る
世
界
と
は
異
な

る
道
を
、
自
分
の
意
志
と
選
択
と
個
性
と
能
力
を
駆
使
し
て
歩
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
受
験
学
力
と
は
別
次
元
で
、
誰
も
が
、
差
異
を
優
劣
や
格

差
の
尺
度
で
は
な
く
、
個
性
や
適
正
の
領
域
と
し
て
等
価
に
置
き
、
一

人
一
人
異
な
る
今
と
未
来
の
自
己
像
の
固
有
性

≒

個
別
性

≒

多
様
性
を
尺

度
に
す
る
こ
と
を
心
身
に
刻
む
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
）
こ
と
を
求
め

（
ら
れ
）
る
。
そ
の
よ
う
な
日
常
を
生
き
る
（
ね
ば
な
ら
な
い
）
の
が
超

少
子
世
代
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

六　

未
来
が
強
い
る
現
実
に
掉
さ
す
た
め
に

　

三
節
末
尾
で
、
年
長
で
働
く
保
護
者
、
特
に
職
に
就
く
母
親
こ
そ
、
子

ど
も
に
と
っ
て
希
望
の
現
実
と
記
し
た
。
そ
の
理
由
を
二
つ
指
摘
し
本
稿

の
結
語
と
し
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
子
ど
も
の
未
来
の
現
実
へ
の
備
え

（
知
情
意
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
は
学
校
で
は
な
く
卒
業
後
に
担
う
社
会
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
、
逆
説
的
だ
が
、
母
の
支
え
か
ら
の
離
脱

が
自
分
の
未
来
を
切
り
開
く
パ
ス
ポ
ー
ト
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
前
者
だ
が
、
少
子
化
に
よ
る
超
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
の
現
実
を

直
截
に
描
く
図
9
と
図
10
か
ら
理
解
し
て
ほ
し
い
。
就
業
者
人
口
（
黒
）

と
総
人
口
（
白
）
を
五
歳
単
位
（
棒
グ
ラ
フ
）
に
重
ね
た
図
9
で
は
、
白

（
人
口
の
山
）
の
山
は
二
つ
だ
が
、
黒
（
働
く
人
）
の
山
が
一
つ
で
あ
る

こ
と
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
白
と
黒
の
面
積
の
差
（
労
働
力
不
足
）

の
大
き
さ
が
、
人
口
減
少
下
の
日
本
社
会
が
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
条
件
と
な
る
、

男
女
、
国
籍
、
年
齢
の
別
な
く
、
障
碍
を
個
性
と
み
な
し
、
多
種
多
様
な

人
が
、
学
び
、
働
き
、
支
え
あ
う
情
（
感
）
と
意
（
思
）
を
加
え
た
知
と

徳
と
体
の
形
成
の
保
障
は
、
残
念
な
が
ら
現
今
の
公
立
学
校
で
は
難
し
い
。

そ
の
証
左
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
が
こ
れ
ま
で
の
節
で
確
認
し
た
〝
個
別
・
個

性
化
し
た
子
ど
も
の
現
実
〞
に
応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
〝
学
校
と
教
室
と

教
師
の
現
実
〞
で
あ
る
。

　

他
方
、
図
10
は
、
一
九
七
五
年（
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
誕
生
期
）を
起
点（
100
）

一
二

一
三

図11 共働き世帯数の推移　1980～ 2019
図9 年齢（5歳階級）別の総人口と就業者

人口　2015年国勢調査

図10 年齢３区分別指数値（1975年＝100）推移　1950‒2015年（実数）2020‒2065年（2017年
推計）

図12 性，年齢（５歳階級），配偶関係別人口：
2015年

図13 性別，50歳時の未婚割合，有配偶割合，死
別割合および離別割合：1920～ 2015年



と
し
て
、
二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
に
よ
る
推
計
値
を
活
用
し
、
三
種
（
年

少
、
生
産
年
齢
、
老
年
）
の
人
口
の
推
移
を
指
数
値
（
百
分
比
）
で
示
す

こ
と
を
試
み
た
。
①
二
〇
六
〇
年
に
む
け
て
上
昇
す
る
老
年
人
口
上
昇
角

度
の
高
さ
、
②
低
下
す
る
生
産
年
齢
人
口
や
年
少
人
口
と
の
乖
離
の
大
き

さ
、
③
老
年
人
口
の
山
頂
が
平
ら
に
な
る
年
（
二
〇
二
五
年
）
と
期
間
に

注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

最
大
の
人
口
コ
ー
ホ
ー
ト
（
二
〇
四
七
〜
四
九
年
誕
生
）
の
団
塊
が
七

十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
期
に
入
る
ま
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は
四
年
。
し

か
も
そ
の
ジ
ュ
ニ
ア
（
一
つ
に
な
っ
た
働
く
人
の
山
の
頂
）
も
ま
た
、
十

年
後
に
は
退
職
期
に
入
る
。
そ
の
後
の
高
齢
期
へ
の
時
間
は
、
団
塊
が
九

十
歳
代
に
移
行
す
る
時
期
と
重
な
る
。
こ
の
巨
大
な
高
齢
層
を
血
縁
や
地

縁
と
は
関
わ
り
な
く
、
し
か
も
長
期
間
、
税
と
保
険
と
職
に
よ
っ
て
支
え

続
け
る
役
割
が
、
山
頂
の
な
い
坂
だ
け
に
な
っ
た
労
働
力
人
口
の
当
事
者

で
あ
る
少
子
と
超
少
子
の
世
代
に
課
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
課
題
へ
の
備
え
は
、
銘
柄
大
学
進
学
優
先
の
選
抜
（
学
校
教
育
）

シ
ス
テ
ム
で
は
対
処
困
難
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
理
由
が
二

つ
目
の
理
由
に
つ
な
が
る
。「
共
働
き
」
と
「
無
業
の
妻
」
の
推
移
（
図

11
）
か
ら
、
図
6
で
の
母
の
就
労
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
積
み
あ

げ
ら
れ
た
妻
の
就
労
の
社
会
的
基
盤
（
家
族
と
就
労
構
造
の
変
化
）
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
男
女
別
の
年
齢
（
五

歳
階
級
）
別
配
偶
関
係
別
割
合
（
図
12
）
と
五
十
歳
時
の
未
婚
率
と
離

婚
率
（
図
13
）
か
ら
、
男
性
の
生
涯
未
婚
率
の
高
さ
、
女
性
の
未
婚
率

一
四

表2 「生きる場」を結ぶ4種の縁の特性

図14 「生きる場」を創る“縁”の相関図

図15 保護者の背中に学ぶ授業改善モデル図

の
低
さ
と
離
婚
率
の
高
さ
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。
と
も
に
、
既
婚
、
未

婚
、
離
婚
に
関
わ
ら
ず
、
大
多
数
の
女
性
が
職
に
就
く
社
会
で
あ
る
こ

と
を
、
ま
さ
に
直
截
に
示
す
デ
ー
タ
と
理
解
す
る
。
そ
れ
は
、
母
も
ま

た
「
子
ど
も
の
未
来
の
現
実
へ
の
備
え
（
知
情
意
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）」
を

蓄
え
た
社
会
に
生
き
る
人
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
や
よ
り
正
確

に
は
、
家
事
育
児
か
ら
逃
げ
る
父
（
男
）
に
も
ま
し
て
、
日
常
生
活
を

支
え
る
多
種
多
様
な
人
の
知
と
情
と
意
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

　

少
子
化
の
淵
源
を
辿
る
本
稿
で
の
考
察
か
ら
、
図
12
の
数
値
は
、
学

校
が
望
む
母
（
家
事
育
児
専
業
）
の
教
育
力
と
リ
ン
ク
す
る
受
験
学
力

へ
の
依
存
は
、
娘
と
息
子
が
創
る
新
た
な
家
族
の
準
備
を
妨
げ
る
こ
と

を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
逆
に
、
職
に
就
く
母
の
背
中
か
ら
、
入
試

準
備
が
求
め
る
知
識
と
技
能
と
は
異
な
る
リ
ア
ル
な
生
活
を
支
え
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
見
え
て
く
る
。

　

表
2
を
見
て
ほ
し
い
。
一
九
九
〇
年
代
（
生
活
科
誕
生
期
）
に
、様
々

な
「
生
き
る
場
」
で
交
わ
さ
れ
る
人
と
人
と
の
〝
縁
〞
の
特
性
を
産
業
の

興
廃
と
の
関
係
で
整
理
し
、三
次
産
業
拡
大
が
〝
人
の
結
び
目
＝
縁
〞
を

〝
地
と
血
〞
や
〝
学
と
職
〞
か
ら
〝
情
報
〞
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
示
す

表
を
考
案
し
た
。だ
が
近
年
の
人
口
減
少
の
進
行
が
「
生
き
る
場
」
に
も

た
ら
す
新
た
な
課
題
の
解
決
に
は
、
地
と
血
、
学
と
職
、
情
報
の
三
種
を

〝
相
互
支
援
の
縁
〞
で
〝
結
び
直
す
〞
必
要
性
を
痛
感
し
、
支
え
合
う
仕

組
の
核
と
な
る
〝
ケ
ア
創
り
縁
〞
を
四
種
目
に
加
え
た
。

　

さ
ら
に
四
種
の
縁
と
解
決
す
べ
き
課
題
と
の
関
係
を
モ
デ
ル
図
に
し

た
の
が
図
14
で
あ
る
。
本
誌
読
者
な
ら
、
こ
の
例
示
し
た
課
題
五
種
は

新
学
習
指
導
要
領
が
説
く
教
科
横
断
に
よ
る
資
質
・
能
力
育
成
の
舞
台

と
な
る
現
代
的
諸
課
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
加
え
て
、
上

記
の
四
種
の
縁
を
結
ぶ
過
程
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
地
域
の
実
態
把
握
の
重
要
性
の
記
述
に
読
み
替

え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
協
働
作
業
を
担
う
の
が
保
護
者
で
あ
り
、

そ
の
姿
を
授
業
改
善
の
手
掛
か
り
と
と
も
に
描
い
た
の
が
図
15
で
あ
る
。

　

保
護
者
の
背
中
が
教
え
る
職
場
の
日
々
が
現
代
的
課
題
に
対
峙
す
る

資
質
・
能
力
育
成
の
現
場
モ
デ
ル
、
課
題
解
決
に
奮
闘
す
る
保
護
者
は

ナ
ビ
能
力
保
持
者
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
活
か
す
教
科
等
の
授
業
づ
く

り
の
日
常
化
の
過
程
に
、
学
力
の
資
質
・
能
力
へ
の
転
換
の
契
機
を
組

み
込
む
〝
学
び
の
地
図
〞
の
作
成
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
役
割
で
あ
る
。
今
と
未
来
の
「
生
き
る
場
」
に
、
四
種
の
縁
の
結

び
目
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
と
し
て
の
「
生
き
る
力
」
を

培
う
学
習
の
方
法
と
内
容
の
編
成
作
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
時
に
そ
れ

は
、
実
践
モ
デ
ル
提
供
と
ナ
ビ
役
を
介
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者

が
未
来
へ
の
課
題
解
決
の
方
法
を
学
ぶ
設
計
図
の
作
成
過
程
で
あ
る
。

　

知
的
能
力
の
高
さ
で
は
測
れ
な
い
、
命
と
生
活
を
支
え
る
営
み
を
学

び
取
る
人
の
縁
が
自
ら
の
人
生
を
拓
き
開
く
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
。
そ
の

エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
、
日
常
を
共
に
す
る
多
種
多
様
な
人
の
結
び
目
と

な
る
学
び
の
地
図
を
母
（
父
も
）
の
背
中
が
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
父
母
の
背
か
ら
の
卒
業
が
自
立
へ
の
第
一
歩
に
な

一
五



る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
と
記
し
た
理
由
で
あ
る
。

　

以
上
の
私
見
の
提
示
に
対
す
る
責
任
と
し
て
、
本
稿
で
用
い
た
視
座

の
土
台
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
初
期
社
会
科
へ
の
批
判
に
抗
す

る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
、
上
田
薫
先
生
の
知
識
の
二
重
の
相
対
性
と
馬

場
四
郎
先
生
の
学
校
と
生
活
の
二
重
適
応
批
判
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本

稿
で
の
学
校
の
現
状
へ
の
疑
問
の
提
示
は
、
上
田
先
生
の
志
を
継
承
さ

れ
る
初
志
の
会
の
先
生
方
が
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
実
践
の
蓄
積
に
学

ぶ
こ
と
で
得
た
心
あ
る
教
師
へ
の
敬
意
と
信
頼
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て

末
尾
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

◆
資
料
出
所

図
1
：
二
〇
一
九
年
人
口
動
態
統
計
（
確
定
数
）
の
概
況
（
厚
生
労
働
省
）

二
〇
二
〇
年
人
口
動
態
月
報
年
計
（
概
数
）（
厚
生
労
働
省
）
参
照

図
2
、
3
、
6
：
二
〇
一
九
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
厚
生
労
働
省
）

図
5
：
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所　

人
口
統
計
資
料
集
二
〇
二
一

版
よ
り
馬
居
作
成　

デ
ー
タ
の
出
所
『
人
口
動
態
統
計
』
調
査

図
4
、
表
1
：
図
1
と
同
一

図
7
：
一
層　

図
1
と
同
一

二
層　

二
〇
二
〇
年
学
校
基
本
調
査
（
文
部
科
学
省
）

三
層　

馬
居
政
幸
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
描
く
教
師
像
の
変
遷
に
み

る
学
校
教
育
の
虚
実
」『
新
訂
版　

人
口
減
少
時
代
の
家

族
・
学
校
・
地
域
・
社
会
〜
生
涯
に
わ
た
る
学
び
と
教
え

の
新
た
な
可
能
性
を
求
め
て
』
馬
居
政
幸
・
角
替
弘
規
共

編
著　

Ｎ
Ｓ
Ｋ
出
版　

二
〇
二
〇
年
一
月

図
8
：
二
〇
二
〇
年
学
校
基
本
調
査
（
文
部
科
学
省
）

図
9
、
10
、
12
、
13
：
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所　

人
口
統
計
資

料
集
二
〇
二
一
版
よ
り
馬
居
作
成　

デ
ー
タ
の
出
所
は
国
勢
調
査

図
11
：
二
〇
二
〇
年
版　

男
女
共
同
参
画
白
書　

１

－

特

－

11
図
よ
り

図
14
、
表
1
：
馬
居
作
成　

図
7
の
馬
居
・
角
替
共
編
著
参
照

図
15
：
イ
ラ
ス
ト　

長
野　

亨

　

◆
文
部
科
学
省
学
校
基
本
調
査
年
次
統
計
よ
り

小
学
校　

学
校
数

一
九
八
一
年　

二
万
五
、
〇
〇
五
校

二
〇
二
〇
年　

一
万
九
、
五
二
五
校

　
　
　
　

学
級
数

一
九
八
一
年　

三
五
万
四
、
〇
七
〇
学
級

二
〇
二
〇
年　

二
三
万
七
、
一
一
七
学
級

（
静
岡
・
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

一
六


